
令
和
八
年
度
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト

高
等
学
校　

芸
術
（
書
道
）

解
答
に
つ
い
て
の
注
意
点

１　
解
答
用
紙
は
、
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
と
記
述
式
解
答
用
紙
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

２　

�

大
問
１
、
大
問
２
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
に
、
大
問
３
、
大
問
４
に
つ
い
て
は
、
記
述
式

解
答
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

�

解
答
用
紙
が
配
付
さ
れ
た
ら
、
ま
ず
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
等
を
記
入
し
、
受
験
番
号
に
対
応
す
る

数
字
を
、
鉛
筆
で
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
記
述
式
解
答
用
紙
は
、
全
て
の
用
紙
の
上
部
に
受
験
番
号
の
み
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

�

大
問
１
、
大
問
２
の
解
答
は
、
選
択
肢
の
う
ち
か
ら
、
問
題
で
指
示
さ
れ
た
解
答
番
号
の
欄
に
あ
る
数
字

の
う
ち
一
つ
を
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

�

例
え
ば
、「
解
答
番
号
は

１

」
と
表
示
の
あ
る
問
題
に
対
し
て
、「
３
」
と
解
答
す
る
場
合
は
、�

解
答
番
号
１
の
欄
に
並
ん
で
い
る
　
①
　
②
　
③
　
④
　
⑤
　
の
中
の
　
③
　
を
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

５　

�

間
違
っ
て
ぬ
り
つ
ぶ
し
た
と
き
は
、
消
し
ゴ
ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。
二
つ
以
上
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
解
答
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

６　
そ
の
他
、
係
員
が
注
意
し
た
こ
と
を
よ
く
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

指
示
が
あ
る
ま
で
中
を
あ
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
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１�　
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
30
年
３
月
告
示
）
第
２
章　

第
７
節　

芸
術　

第
２
款　

各
科
目　

第
10�

書
道
Ⅰ
」
に
つ
い
て
、
次
の
⑴
～
⑶
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
⑴�　
次
の

は
、書
道
Ⅰ
「
１　
目
標
」
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
空
欄
（　
①　
）
～
（　
⑤　
）
に
入
る
、�

適
切
な
語
句
の
組
合
せ
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

１

第
２
款　
各
科
目　
第
10　
書
道
Ⅰ

　
１　
目
標

　
　
⑴�　
書
の
表
現
の
方
法
や
形
式
、
多
様
性
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、
書
写
能
力
の

向
上
を
図
り
、
書
の
（　
①　
）
に
基
づ
き
、
効
果
的
に
表
現
す
る
た
め
の
（　
②　
）
な
技
能
を

身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
⑵�　
書
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
受
し
、
意
図
に
基
づ
い
て
（　
③　
）
し
表
現
を
工
夫
し
た
り
、
作
品

や
書
の
（　
①　
）
と
文
化
の
意
味
や
価
値
を
考
え
、
書
の
美
を
味
わ
い
捉
え
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
⑶�　
主
体
的
に
書
の（　
④　
）に
取
り
組
み
、生
涯
に
わ
た
り
書
を
愛
好
す
る
心
情
を
育
む
と
と
も
に
、

（　

⑤　
）
を
高
め
、
書
の
（　

①　
）
と
文
化
に
親
し
み
、
書
を
通
し
て
心
豊
か
な
生
活
や
社
会

を
創
造
し
て
い
く
態
度
を
養
う
。

　
　
　
１　
①
伝
統　
　
②
一
般
的　
　
③
構
想　
　
④
幅
広
い
表
現　
　
⑤
思
考
力

　
　
　
２　
①
特
性　
　
②
基
礎
的　
　
③
構
想　
　
④
多
様
な
活
動　
　
⑤
思
考
力

　
　
　
３　
①
伝
統　
　
②
一
般
的　
　
③
考
案　
　
④
幅
広
い
活
動　
　
⑤
思
考
力

　
　
　
４　
①
伝
統　
　
②
基
礎
的　
　
③
構
想　
　
④
幅
広
い
活
動　
　
⑤
感
性

　
　
　
５　
①
特
性　
　
②
基
礎
的　
　
③
考
案　
　
④
多
様
な
活
動　
　
⑤
感
性
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⑵�　
次
の

内
の
①
～
⑦
を
、
書
道
Ⅰ
「
２　
内
容　
Ａ　
表
現　
（
1
）
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
」
の
指

導
事
項
の
う
ち
、
ア
（
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
）、
イ
（
知
識
）、
ウ
（
技
能
）
に
関
す
る
資
質
・
能
力
に

分
類
し
た
と
き
、
正
し
い
組
合
せ
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

２

　
①　
目
的
や
用
途
に
即
し
た
効
果
的
な
表
現

　
②　
名
筆
や
現
代
の
書
の
表
現
と
用
筆
・
運
筆
と
の
関
わ
り

　
③　
名
筆
を
生
か
し
た
表
現
や
現
代
に
生
き
る
表
現

　
④　
用
具
・
用
材
の
特
徴
と
表
現
効
果
と
の
関
わ
り

　
⑤　
漢
字
と
仮
名
の
調
和
し
た
線
質
に
よ
る
表
現

　
⑥　
漢
字
と
仮
名
の
調
和
し
た
字
形
、
文
字
の
大
き
さ
、
全
体
の
構
成

　
⑦　
目
的
や
用
途
に
即
し
た
表
現
形
式
、
意
図
に
基
づ
い
た
表
現

　
　
　
１　
ア　
③
⑥
⑦　
　
イ　
②
④　
　
ウ　
①
⑤

　
　
　
２　
ア　
①
②
⑥　
　
イ　
③
④　
　
ウ　
⑤
⑦

　
　
　
３　
ア　
②
④
⑦　
　
イ　
①
⑥　
　
ウ　
③
⑤

　
　
　
４　
ア　
③
④
⑤　
　
イ　
①
②　
　
ウ　
⑥
⑦

　
　
　
５　
ア　
②
⑤
⑥　
　
イ　
③
⑦　
　
ウ　
①
④

　
⑶�　
次
の

は
、書
道
Ⅰ
「
３　
内
容
の
取
扱
い
」
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。
空
欄
（　
①　
）
～
（　
⑤　
）

に
入
る
、
適
切
な
語
句
の
組
合
せ
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

３

第
２
款　
各
科
目　
第
10　
書
道
Ⅰ

　
３　
内
容
の
取
扱
い

　
　
⑶�　

内
容
の
「
Ａ
表
現
」
の
⑴
に
つ
い
て
は
漢
字
は
楷
書
及
び
行
書
、
仮
名
は
（　

①　
）、
⑵
に
つ

い
て
は
（　
②　
）、
⑶
に
つ
い
て
は
平
仮
名
、
片
仮
名
及
び
変
体
仮
名
を
扱
う
も
の
と
し
、
ま
た
、

⑵
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
（　
③　
）
を
考
慮
し
、
草
書
、（　
④　
）
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
　
⑺�　
内
容
の
「
Ａ
表
現
」
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
中
学
校
国
語
科
の
書
写
と
の
関
連
を
十
分
に
考
慮

す
る
と
と
も
に
、
高
等
学
校
国
語
科
と
の
関
連
を
図
り
、
学
習
の
成
果
を
生
活
に
生
か
す
視
点
か
ら
、

目
的
や
用
途
に
応
じ
て
、（　
⑤　
）
も
取
り
上
げ
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
１　
①　
平
仮
名
及
び
片
仮
名　
　
　
②　
楷
書　
　
　
　
　
　
③　
実
態
等

　
　
　
　
　
④　
隷
書
及
び
篆
書　
　
　
　
　
⑤　
実
用
的
な
書

　
　
　
２　
①　
平
仮
名
及
び
変
体
仮
名　
　
②　
楷
書
及
び
隷
書　
　
③　
個
性
等

　
　
　
　
　
④　
行
書
及
び
篆
書　
　
　
　
　
⑤　
実
用
的
な
書

　
　
　
３　
①　
平
仮
名
及
び
変
体
仮
名　
　
②　
楷
書　
　
　
　
　
　
③　
特
性
等

　
　
　
　
　
④　
隷
書
及
び
篆
書　
　
　
　
　
⑤　
実
用
的
な
書

　
　
　
４　
①　
平
仮
名
及
び
片
仮
名　
　
　
②　
楷
書
及
び
隷
書　
　
③　
実
態
等

　
　
　
　
　
④　
行
書
及
び
篆
書　
　
　
　
　
⑤　
硬
筆

　
　
　
５　
①　
平
仮
名
及
び
片
仮
名　
　
　
②　
楷
書
及
び
行
書　
　
③　
特
性
等

　
　
　
　
　
④　
隷
書
及
び
篆
書　
　
　
　
　
⑤　
硬
筆
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２�　
次
の
図
版
Ａ
～
Ｇ
に
つ
い
て
、
⑴
～
⒁
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
図
版
Ａ

　
図
版
Ｂ

　
図
版
Ｃ

　
図
版
Ｄ

　
図
版
Ｅ

　
図
版
Ｆ

　
図
版
Ｇ

─ 3 ─

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅰ

　
　
　
髙
木
聖
雨
ほ
か
12
名　
光
村
図
書

　
　
　
50
ペ
ー
ジ　
蜀
素
帖

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅰ

　
　
　
髙
木
聖
雨
ほ
か
12
名　
光
村
図
書

　
　
　
29
ペ
ー
ジ　
鄭
羲
下
碑

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
中
国
法
書
選
９

　
　
　
（
発
行
者
）
渡
邊
隆
男　
二
玄
社

　
　
　
８
ペ
ー
ジ　
張
遷
碑

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅱ

　
　
　
髙
木
聖
雨
ほ
か
12
名　
光
村
図
書

　
　
　
８
ペ
ー
ジ　
十
七
帖

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅱ

　
　
　
關
正
人
ほ
か
14
名　
教
育
図
書

　
　
　
35
ペ
ー
ジ　
王
維
終
南
山

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅱ

　
　
　
澤
田
雅
弘
ほ
か
11
名　
教
育
図
書

　
　
　
８
ペ
ー
ジ　
自
叙
帖

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅱ

　
　
　
髙
木
聖
雨
ほ
か
12
名　
光
村
図
書

　
　
　
46
ペ
ー
ジ　
本
阿
弥
切
古
今
和
歌
集
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⑴�　
図
版
Ａ
～
Ｆ
を
古
い
時
代
か
ら
並
べ
た
時
の
組
合
せ
が
正
し
い
も
の
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
解
答
番
号
は

４

　
　
　
１　
Ｆ 
→ 

Ｄ 

→ 

Ｅ 

→ 

Ｂ 

→ 

Ｃ 

→ 

Ａ 

　
　
　
２　
Ｅ 
→ 
Ｆ 

→ 

Ｂ 

→ 

Ｄ 

→ 

Ａ 

→ 

Ｃ

　
　
　
３　
Ｅ 

→ 
Ｄ 
→ 
Ｆ 

→ 

Ｂ 

→ 

Ａ 

→ 

Ｃ

　
　
　
４　
Ｆ 

→ 

Ｅ 
→ 
Ｄ 
→ 

Ｂ 

→ 

Ａ 

→ 

Ｃ

　
　
　
５　
Ｅ 

→ 

Ｆ 

→ 

Ｂ 
→ 
Ｄ 

→ 

Ｃ 

→ 

Ａ

　
⑵�　
図
版
Ａ
の
筆
者
に
関
す
る
説
明
と
し
て
誤
っ
て
い
る
も
の
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

５

　
　
　
１　
書
に
加
え
て
画
も
能
く
し
、
書
画
学
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

　
　
　
２　
字
は
元
章
。
号
は
鹿
門
居
士
・
襄
陽
漫
士
な
ど
の
号
が
あ
る
。

　
　
　
３　
著
論
に
﹃
書
史
﹄、﹃
海
岳
名
言
﹄
が
あ
る
。

　
　
　
４　
主
な
書
と
し
て
「
虹
県
詩
巻
」
や
「
楽
兄
帖
」
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
５　
蔡
襄
・
蘇
軾
・
王
鐸
と
と
も
に
元
の
四
大
家
と
い
わ
れ
る
。

　
⑶�　
図
版
Ａ
の
筆
者
の
作
品
と
し
て
適
切
な
も
の
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

６

　
　
　
１　
赤
壁
賦　
　
２　
松
風
閣
詩
巻　
　
３　
黄
州
寒
食
詩
巻　
　
４　
元
日
帖　
　
５　
玄
秘
塔
碑

　
⑷　
図
版
Ｂ
と
同
じ
時
代
に
書
か
れ
た
作
品
と
し
て
、
適
切
な
組
合
せ
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
解
答
番
号
は

７

　
　
　
１　
書
譜　
　
・　
祭
姪
文
稿　
　
　
・　
温
泉
銘

　
　
　
２　
中
秋
帖　
・　
祭
姪
文
稿　
　
　
・　
温
泉
銘

　
　
　
３　
中
秋
帖　
・　
薦
季
直
表　
　
　
・　
蘇
孝
慈
墓
誌
銘

　
　
　
４　
書
譜　
　
・　
蘇
孝
慈
墓
誌
銘　
・　
祭
姪
文
稿

　
　
　
５　
中
秋
帖　
・　
薦
季
直
表　
　
　
・　
温
泉
銘
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⑸　
図
版
Ｂ
の
筆
者
や
作
品
に
関
す
る
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
の
組
合
せ
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
解
答
番
号
は

８

　
　
①　
字
は
蔵
真
。
晩
年
に
な
っ
て
仏
門
に
入
り
、
書
を
学
ん
だ
。

　
　
②　
章
草
を
得
意
と
し
、「
出
師
表
」
な
ど
を
残
し
た
。

　
　
③　
張
旭
の
あ
と
を
う
け
、
狂
草
を
よ
く
し
た
。

　
　
④　
著
名
な
書
と
し
て
、「
聖
母
帖
」、「
草
書
千
字
文
」
な
ど
が
あ
る
。

　
　
⑤　
良
寛
は
図
版
Ｂ
の
作
品
を
好
ん
で
学
習
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
１　
①
④　
　
　
２　
③
④
⑤　
　
　
３　
②
④　
　
　
４　
②
③
⑤　
　
　
５　
①
③
⑤

　
⑹　
図
版
Ｃ
の
筆
者
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

９

　
　
　
１　
張
瑞
図　
　
　
２　
傅
山　
　
　
３　
祝
允
明　
　
　
４　
文
徴
明　
　
　
５　
趙
孟
頫

　
⑺　

 

図
版
Ｃ
の
筆
者
と
同
じ
時
代
に
活
躍
し
た
書
家
と
し
て
適
切
な
も
の
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
解
答
番
号
は

10

　
　
　
１　
董
其
昌　
　
　
２　
欧
陽
詢　
　
　
３　
蘇
軾　
　
　
４　
金
農　
　
　
５　
趙
之
謙

　
⑻　
図
版
Ｄ
の
筆
者
の
作
品
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

11

　
　
　
１　
平
復
帖　
　
　
２　
久
隔
帖　
　
　
３　
孔
侍
中
帖　
　
　
４　
地
黄
湯
帖　
　
　
５　
離
洛
帖

　
⑼　
図
版
Ｅ
の
作
品
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

12

　
　
　
１　
礼
器
碑　
　
　
２　
張
遷
碑　
　
　
３　
乙
瑛
碑　
　
　
４　
張
猛
龍
碑　
　
　
５　
石
門
頌

─ 5 ─ kyosai-guild.jp



　
⑽　
図
版
Ｆ
に
関
す
る
説
明
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

13

　
　
　
１　
陝
西
省
の
石
門
の
渓
谷
道
中
に
刻
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
２　
甘
粛
省
の
魚
竅
峡
に
現
存
す
る
磨
崖
で
あ
る
。

　
　
　
３　
陝
西
省
の
石
門
西
壁
に
刻
さ
れ
た
磨
崖
で
あ
る
。

　
　
　
４　
山
東
省
の
雲
峯
山
の
巨
岩
の
一
面
に
刻
さ
れ
た
磨
崖
で
あ
る
。

　
　
　
５　
河
南
省
の
古
陽
洞
内
の
天
井
に
近
い
と
こ
ろ
に
刻
さ
れ
て
い
る
。

　
⑾�　
図
版
Ｆ
と
同
じ
時
代
の
書
や
時
代
背
景
に
関
す
る
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。１
〜
５
か
ら
一
つ
選
べ
。�

解
答
番
号
は

14

　
　
　
１�　
天
下
統
一
に
伴
う
文
字
の
統
一
が
お
こ
な
わ
れ
、
度
量
衡
を
統
一
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
権
や
量
の
銘
文

な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
２�　
青
銅
器
や
石
碑
な
ど
の
銘
文
を
学
び
追
究
し
た
碑
学
派
や
、
古
来
の
模
本
や
法
帖
な
ど
を
基
礎
に
書
を
学

ん
だ
帖
学
派
が
出
現
し
た
。

　
　
　
３　
仏
教
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
碑
や
造
像
記
、
墓
誌
銘
な
ど
多
く
の
石
刻
を
残
し
た
。

　
　
　
４�　
木
簡
・
竹
簡
・
帛
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
製
紙
法
の
発
明
が
あ
り
、
紙
に
文
字
が
記
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
　
　
５�　
甲
骨
に
刻
し
た
り
青
銅
器
に
鋳
込
ま
れ
て
い
た
文
字
は
、
石
や
玉
な
ど
に
彫
り
込
ま
れ
た
り
、
布
や
竹
に

書
か
れ
る
も
の
が
増
え
た
。
ま
た
、
諸
子
百
家
と
い
わ
れ
る
多
く
の
思
想
家
が
出
て
活
躍
し
た
。

　
⑿　
図
版
Ｇ
の
伝
承
筆
者
名
を
１
〜
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

15

　
　
　
１　
伝　
藤
原
公
任　
　
２　
伝　
藤
原
行
成　
　
３　
伝　
藤
原
俊
成　
　
４　
伝　
源
俊
頼

　
　
　
５　
伝　
小
野
道
風

─ 6 ─ kyosai-guild.jp



　
⒀　
図
版
Ｇ
の
作
品
名
を
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

16

　
　
　
１　
関
戸
本
古
今
和
歌
集　
　
　
２　
高
野
切
古
今
和
歌
集　
　
　
　
３　
曼
殊
院
本
古
今
和
歌
集

　
　
　
４　
元
永
本
古
今
和
歌
集　
　
　
５　
本
阿
弥
切
古
今
和
歌
集

　
⒁�　
図
版
Ｇ
の
伝
承
筆
者
が
書
い
た
作
品
名
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
か
。
１
～
５
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
解
答
番
号
は

17

　
　
　
１　
詩
懐
紙　
　
　
２　
白
氏
詩
巻　
　
　
３　
光
定
戒
牒　
　
　
４　
屏
風
土
代

　
　
　
５　
伊
都
内
親
王
願
文

３�　
次
の
⑴
～
⑸
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
⑴�　
次
の
①
～
③
に
示
す
文
字
を
草
書
で
書
け
。

　
　
①　
天　
　
　
　
②　
遣　
　
　
　
③　
真

　
⑵　
次
の
①
～
③
の
ひ
ら
が
な
の
字
源
を
楷
書
で
書
け
。

　
　
①　
ら　
　
　
　
②　
こ　
　
　
　
③　
む

　
⑶�　
次
の
図
版
の
全
文
を
、
小
学
校
国
語
科
書
写
で
表
記
す
る
平
仮
名
で
書
け
。
併
せ
て
、
変
体
仮
名
に
つ
い
て
は

そ
の
平
仮
名
の
下
に
（　
　
　
）
を
つ
け
て
字
源
を
楷
書
で
書
け
。

─ 7 ─

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅰ

　
　
　
髙
木
聖
雨
ほ
か
12
名　
光
村
図
書

　
　
　
77
ペ
ー
ジ　
粘
葉
本
古
今
和
歌
集

kyosai-guild.jp



　
⑷　
次
の
①
、
②
に
つ
い
て
の
説
明
を
簡
潔
に
記
せ
。

　
　
①　
意
臨

　
　
②　
搨

擧
本

　
⑸　
次
の
図
版
Ａ
～
Ｃ
に
つ
い
て
、
作
品
名
、
筆
者
名
（
あ
る
い
は
伝
承
筆
者
名
）、
時
代
を
漢
字
で
書
け
。

図
版
Ａ

図
版
Ｂ

　

　
　
図
版
Ｃ

─ 8 ─

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
道
Ⅲ

　
　
　
石
飛
博
光
ほ
か
18
名

　
　
　
東
京
書
籍

　
　
　
11
ペ
ー
ジ　
萊
子
侯
刻
石

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
道
Ⅲ

　
　
　
石
飛
博
光
ほ
か
18
名

　
　
　
東
京
書
籍

　
　
　
26
ペ
ー
ジ　
伏
波
神
祠
詩
巻

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅰ

　
　
　
髙
木
聖
雨
ほ
か
12
名　
光
村
図
書

　
　
　
83
ペ
ー
ジ　
寸
松
庵
色
紙

kyosai-guild.jp



４�　
「
書
道
Ⅰ
」
に
お
い
て
、
次
の
二
つ
の
図
版
（
Ａ
「
顔
氏
家
廟
碑
」、
Ｂ
「
孫
秋
生
造
像
記
」）
を
用
い
て
、�

「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
30
年
３
月
告
示
）　
第
２
章　
第
７
節　
芸
術　
第
２
款　
各
科
目　
第
10
書

道
Ⅰ　

２
内
容　

Ａ
表
現　

⑵
漢
字
の
書
」
及
び
「
同　

Ｂ
鑑
賞　

⑴
鑑
賞
」
に
基
づ
き
、「
漢
字
の
書
」
の
単

元
を
全
八
時
間
（
二
時
間
連
続
×
四
回
）
で
行
う
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
単
元
の
ま
と
め
と
し
て
、�

『
情
熱
』
と
い
う
語
を
用
い
て
、
図
版
Ａ
や
図
版
Ｂ
の
古
典
を
生
か
し
た
創
作
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
と
す
る
。

あ
と
の
⑴
～
⑶
の
問
い
に
答
え
よ
。

図
版
Ａ

図
版
Ｂ

　
⑴�　
全
八
時
間
に
お
け
る
学
習
内
容
、
評
価
の
観
点
及
び
評
価
規
準
の
指
導
計
画
を
簡
潔
に
書
け
。
な
お
、
評
価
の

観
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
①
、
②
、
③
で
書
け
。

　
〈
評
価
の
観
点
〉

　
　
　
　
（
観
点
１
）
知
識
・
技
能･･･････････････････････････

①

　
　
　
　
（
観
点
２
）
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等･････････････

②

　
　
　
　
（
観
点
３
）
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度･･･････････

③

　
⑵�　
生
徒
が
意
図
に
基
づ
き
『
情
熱
』
と
い
う
語
を
用
い
て
創
作
す
る
時
の
「
生
徒
の
意
図
」
に
つ
い
て
、
考
え
ら

れ
る
も
の
を
二
つ
あ
げ
よ
。

　
⑶�　
生
徒
が
古
典
を
生
か
し
て
『
情
熱
』
と
い
う
語
を
用
い
て
創
作
す
る
時
、
意
図
に
基
づ
き
構
想
し
工
夫
し
な
が

ら
表
現
す
る
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
表
現
効
果
が
得
ら
れ
る
か
、
図
版
Ａ
ま
た
は
図
版
Ｂ
の
ど
ち
ら
か
を
選
び
、

書
け
。

─ 9 ─

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
書
Ⅰ

　
　
　
髙
木
聖
雨
ほ
か
12
名　
光
村
図
書

　
　
　
26
ペ
ー
ジ　
顔
氏
家
廟
碑

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

本
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
中
国
法
書
選
21

　
　
　
（
発
行
者
）
渡
邊
隆
男　
二
玄
社

　
　
　
７
ペ
ー
ジ　
孫
秋
生
造
像
記

kyosai-guild.jp
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令和8年度大阪府公立学校教員採用選考テスト

第二次選考択一問題の正答について

大問番号 1 2

解答番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

正答番号 4 1 5 3 5 4 1 2 1 1 3 2 4 3 5 5 4

芸術（書道）校種 高等学校 教科・科目

kyosai-guild.jp



 
 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
八
年
度
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
等
学
校 

芸
術
（
書
道
） 

解
答
用
紙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
解
答
は
指
示
が
あ
る
場
合
以
外
、
解
答
用
紙
に
楷
書
で
記
入
す
る
こ
と
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３ 

 

                                  

(1)  

①  

 
／  

 

②  

 
／  

 

③  

 
／  

 

(2)  

①  

 
／  

 

良 
 

②  

 
／  

 

己 
 

③  

 
／  

 

武 
 

 

(３)  

    
 

 

(４)  

②  ①  

  

（
４
枚
の
う
ち
１
） 

受験番号  

得点  

４×３  
12 

３×３  
９  

５×２  
10 

12 
減点－１  

お
（
於
）
ほ
そ
（
所
）
ら
に
（
尓
）
む
れ
た
（
多
）
る
た
つ
の
（
能
）

さ
し
な
（
那
）
か
（
可
）
ら
お
も
（
无
）
ふ
こ
こ
ろ
の
（
能
）
あ
り 

け
（
介
）
な
る
か
（
可
）
な
（
奈
） 

／  

／

 

／  

／  

／  

／  ／  

臨
書
の
方
法
の
一
つ
で
あ
り
、
臨
書
対
象
と
す
る
古
典
等

の
手
本
の
字
形
に
と
ら
わ
れ
ず
、
筆
の
流
れ
や
筆
者
の
意

図
を
重
視
し
、
古
典
か
ら
受
け
る
印
象
を
大
切
に
し
て
書

く
方
法
の
こ
と
。 

／  

双
鉤
填
墨
と
い
う
、
書
跡
や
絵
画
を
複
製
す
る
際
に
、
薄

紙
を
重
ね
て
輪
郭
を
写
し
、
そ
の
中
に
墨
を
塗
り
込
む
こ

と
で
複
製
を
作
る
技
法
な
ど
を
用
い
て
模
写
し
た
も
の
。 

／  

kyosai-guild.jp



 
 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
八
年
度
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
等
学
校 

芸
術
（
書
道
） 

解
答
用
紙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
解
答
は
指
示
が
あ
る
場
合
以
外
、
解
答
用
紙
に
楷
書
で
記
入
す
る
こ
と
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３ 

  

           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

                   
 （５）  

図版Ｃ 図版Ｂ 図版Ａ  

      

 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

／ 
 

 
 

 
 

 

作
品
名 

  

／ 

 

 
筆
者
名 

 

 

 

 

 

時
代 

 

（
４
枚
の
う
ち
２
） 

受験番号  

得点  

作品名・筆者名・時代  
３×８  24 

／  

／  

／  ／  

萊
子
侯
刻
石 

伏
波
神
祠
詩
巻 

黄
庭
堅 

寸
松
庵
色
紙 

伝 

紀 

貫
之 

 
平
安 

 

宋 

 

新 

／  ／  

／  

／  
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① 

 

② 

 
 ③ 

令
和
八
年
度
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
等
学
校 

芸
術
（
書
道
） 

解
答
用
紙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
解
答
は
指
示
が
あ
る
場
合
以
外
、
解
答
用
紙
に
楷
書
で
記
入
す
る
こ
と
） 

 

４ 

 

                                  

(1)   

    

時
間 

    

学
習
内
容 

    

 

    

評
価
規
準 

（
４
枚
の
う
ち
３
） 

受験番号  

得点  

学習内容  
20 

７ ・ ８ ５ ・ ６ 

・
「
顔
氏
家
廟
碑
」
の
鑑
賞
。 

・
「
顔
氏
家
廟
碑
」
の
臨
書
。 

３ ・ ４ １ ・ ２ 

・
「
孫
秋
生
造
像
記
」
の
鑑

賞
。 

・
「
孫
秋
生
造
像
記
」
の
臨

書
。 

・
「
顔
氏
家
廟
碑
」
「
孫
秋

生
造
像
記
」
の
書
風
の
違

い
に
つ
い
て
鑑
賞
、
参
考

に
す
る
古
典
の
選
択
。 

・
古
典
を
生
か
し
、
『
情
熱
』

の
創
作
。 

・
前
時
の
作
品

で
意
見
交

換
。 

・
『
情
熱
』
の
清
書
と
自
己

評
価
。 

評
価
の 

観
点 

 

・
「
顔
氏
家
廟
碑
」
を
構
成
す
る
様
々
な
要
素

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。 

 

・
「
顔
氏
家
廟
碑
」
の
線
質
、
字
形
、
構
成
等

を
生
か
し
て
表
現
す
る
技
能
を
身
に
付
け

て
い
る
。 

・
「
孫
秋
生
造
像
記
」
を
構
成
す
る
様
々
な
要

素
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。 

 

・
「
孫
秋
生
造
像
記
」
の
線
質
、
字
形
、
構
成

等
を
生
か
し
て
表
現
す
る
技
能
を
身
に
付

け
て
い
る
。 

・
古
典
の
書
風
と
用
筆
・
運
筆
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。 

・
古
典
の
書
風
を
捉
え
、
自
身
の
意
図
に
基
づ

い
て
、
草
稿
を
構
想
し
、
工
夫
し
て
い
る
。 

・
主
体
的
に
創
造
的
な
学
習
に
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
。 

 

・
習
得
し
た
知
識
を
活
用
し
て
、
他
者
と
意
見

交
換
し
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
て
い
る
。 

 

・
自
身
の
表
現
の
幅
を
広
げ
よ
う
と
、
自
ら
の

意
図
に
基
づ
く
表
現
の
学
習
活
動
に
主
体

的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。 

① ① 

 

① 

  
 ① ② 

  

③ 

   
  

 
 

評価の観点、評価規準  
2７  

／  

 

／  ／  ／  

／  ／  ／  ／  

kyosai-guild.jp



令
和
八
年
度
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
等
学
校 

芸
術
（
書
道
） 

解
答
用
紙 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
解
答
は
指
示
が
あ
る
場
合
以
外
、
解
答
用
紙
に
楷
書
で
記
入
す
る
こ
と
） 

 

４ 

（
続
き
） 

                  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                  
 

 
 

 
 

 
 

(３)  (２)  

    

受験番号  

（
４
枚
の
う
ち
４
） 

６  10 

／  ／  

 

〈
図
版
Ａ
を
用
い
た
場
合
〉 

 
 

・
「
顔
氏
家
廟
碑
」
の
太
く
堂
々
と
し
た
曲
線
的
な
線
を
生
か
す
こ
と
に
よ
り
、

文
字
に
力
強
い
生
命
力
を
込
め
た
『
情
熱
』
を
表
現
で
き
る
。 

・
筆
圧
を
強
め
安
定
感
の
あ
る
構
え
や
筆
使
い
と
、
線
に
抑
揚
を
つ
け
る
こ
と
に 

加
え
て
、
筆
に
多
め
の
墨
量
を
含
め
る
こ
と
で
、
一
時
的
な
『
情
熱
』
で
は
な 

く
、
深
い
信
念
に
基
づ
く
『
情
熱
』
と
し
て
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

〈
図
版
Ｂ
を
用
い
た
場
合
〉 

 
 

・
「
孫
秋
生
造
像
記
」
の
方
筆
の
特
色
や
直
線
的
な
線
を
生
か
す
こ
と
に
よ
り
、

激
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
『
情
熱
』
を
表
現
で
き
る
。 

・
方
筆
の
特
徴
に
加
え
、
少
し
速
め
に
筆
を
動
か
す
こ
と
で
表
現
で
き
る
渇
筆
な

ど
を
加
え
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
迫
力
の
あ
る
力
強
い
イ
メ
ー
ジ
の
『
情
熱
』
に

仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

・
内
に
熱
く
燃
え
上
が
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
秘
め
た
「
情
熱
」

を
表
現
し
た
い
。 

・
周
り
に
弾
け
出
す
よ
う
な
パ
ワ
ー
が
あ
ふ
れ
る
「
情
熱
」
を
表
現
し

た
い
。 

し
た
い
。 

／  ／  
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